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「のぞみ 12 本ダイヤ」スタート！！ 

やはり会社は運行優先！社員の休憩は二の次！！ 
 

８月７日、大阪仕業検査車両所では「のぞみ１２本ダイヤ」に伴い

仕業・申告作業の目安ダイヤを作成し、基本的にこれに従って検査修

繕するようになりなした。 

しかし、この目安ダイヤを見ると申告担当者の休憩時間が勝手に変

更され記載されていました。しかも担当者には一言の「ことわり・相

談」もないままでした。  

 

言うまでもなく社員の休憩時間はしっかり決められていて社員の

休憩時間表が詰所に貼り出されています。にもかかわらず目安ダイヤ

では勝手に変更されているのです。通常では社員の休憩時間をはじめ

に入れて作業ダイヤを考えるはずですが、作業ダイヤが先で休憩時間

は後なのです。  

 

まさに運行最優先、社員の休憩はどうでもいいという考えです。  

 

結局、この日は目安ダイヤ通り行かず、班長２名と申告担当者６名は

休憩も取れず休憩時間を買い上げとなりました。  

 

この目安ダイヤにも無理があったのでしょう！！  

机上で運行最優先のギリギリの作業時間で考えられたダイヤは現場

の実態に適していなかったのです。  

コロナ対策のマスク着用！40℃を超える庫内での作業！  

「のぞみ１２本ダイヤ」に伴い大幅に増えた作業本数！  

そして休憩も取れない作業時間！  

猛暑を迎えるこの時期、「体がもつかな？」と心配です。 

 

私達は焦らず、休憩時間を取れ健康的に作業できる職場環境を求めま

す。そのためにも作業本数、作業要員が適切であるか調査し闘って行

きます！！ 


